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7. 超音波内視鏡による膏および罵囲臨器の診断

(第 1報)一胃壁エコー像の検討一

荻野幸伸〈千大)
リニア型超音波内視鏡の使吊により，胃壁及び周臣綴
器の診新は可能であると思われた。今回説気水中におい
て，胃壁エコー像の基礎的検討を行った結果，雑種成犬
拐罪主胃は 3屠;こ描出された。 VX2癌移埴家兎切除層で
は，深達変，浸潤範囲等が診断可誌であった。今後は，
内規鏡機撞としての改良とともに高周波数探蝕子の開発
が必要と患われる。 
8. 	 Hemmorrhagic Shock Iこ対する ATP-MgCbに
よる治療ー第E報一
織司成人〈千大) 
Ratを用い， 40mm百g，90分間の出車性シッョクモデ
ルを作裂し， ATP-MgCb投与による治療効果につき検
言守した。生存率は非治療群に比し有意に改善された。各
種パラメーターでは S-Crは，非治療群に比し有意に{尽
く，赤血球内 Na笹も有意に抵下していた。また， RES 
食食能は，有意に改善された。 
9. 	 Cuff Methodを用いたラット異所性心移植によ
る移植免要の罷究
永田松夫〈千大)
ラットの頚動静脹にお-20Gのテフロンチュープを
用い，異所性に心臓移植を行なった。完全に拾動の消失
した時期を拒絶とし，心霊国および組織学的にも確認し
た。 F344→F344の群では全倒生着 (nニ 7)し， WKA 
→F344群では平均生着期間は5.7土0.78 (n=7) で
あった。リポステロイド0.2mgjkg投与群では平均22.5 
Bと生着延長を認めた。 
10. 1主道癌腹腔内リンパ箆転移の超音波診断
山本宏〈千大〉
食道番41例の腹腔内リンパ館転移の有無について術訴
に USを用い検索した結果， 33例， 79%に正診でき， 
US は存用であった。この事実から USガイドに穿親
し，転移リンパ節に直接 BL誌を注入する治療法を想定
し，胃噴門部局注によるリンパ箆への BLMの移行程
度をみる実験を行ない，議足すべき結果を得た。 
11.食道癌患者の業養アセスメント

一血清蛋白亜分画の変動を中心として一

岩佐正人(千大〉
我々は，食道癌症例を中心に，日本人に適合した新し
い栄養学的指標を検討して来たが，今国，上続三頭筋部
皮下脂肪厚 (TSF)，プレアルブミン (PA)，レチノー
ル結合蛋自 (RBP)，PPD皮内反応(長径×短径〉の 4
つのパラメーターを組合せ，薪しい栄養評伍指数 (Nut-
ritior叫 Assessmentlndex，NAI)を算出したので報告
した。 NPち， NAI=5.17TSF十0.32PA+7 .86 RBP+ 
0.06PPD -17.41であった。さらに， NAI >60を good 
60-40を intermediate，40> NAIを poorと大別する
ことにより，栄養菅理上有用な指数となりうると考えら
れた。 
12.樟書評に対する肝窃除後 RES機能の変化
大竹喜雄(千大〉 
CCl4障害肝ラットを作製し， 1131Lipid Emulsion法を
用いて68%月干切除前後のまES機能の変化を正常肝ラッ
トと比較検討した。 また， 寵床においては 10%Lipid 
Emulsion法を用いて肝窃強前後の RES責食能を測定
し，その変化を捕後感染症との関係について検討した。
実験及び臨床のいずれにおいても正常貯に比し障害肝の 
RES機能の低下は著しかった。 
13. CTスキャンによる胃癌進行度の捕前診断
尾埼玉彦〈千大〉
昭和55年 4月-56年11月までの胃語症例68例に対し， 
Dyriamic CTを中心とした術前換査を施行し胃癌進行
度の術前 CT診断について検討を加えた。胃癌の描出
率は切除伊U54到中33例61%であった。リンパ節の描出で、
は，局在診断で辻 DynamicCTが特に有用であり，塊
状に描出されたものには組織学的に転移湯注が高率であ
った。地臓器?受潤浸潤肝転移の診断についても CTは
非常に有用であった。 
14.食道癌の頭発巣ならびにリンパ節転移に関する 
CT診断(第 2報)一特iこ気縦扇 CTについて一
木村正幸(千大)
食道謹開擁30例中単純 CT施行29伊iと気縦需 CT施
行 9f死をそれぞれ検討し次の結果を得た。 (1)転移Fンバ
節診新では単純 CTでは 2cm以下の診断泣困難である
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が気縦謂 CTでは 1cmのリンパ節が診断可能であっ
た。{心地臓器浸潤診断で、は CTは浸潤臓器の判定に有
効であり，気縦隔 CTは単純 CTIこ比べその判定が容
易でありかっ確実であった。 
15. 移撞免疫反応に対する抗 la誌体の効果の解析
鈴木孝雄〈千大)
ヒトの Ia抗原とされる HLA・DR抗原と交文反応す
るマウス抗 Ia抗体のヒト移植免疫に対する効果をか 
vitroのモデルで、ある説LR と CMLで検討した。
羽LR及び CMLは stimulatorを抗 Ia技体と補体で前
処理することで著明に持挺された。 MLRで，この持mu
は stimulator 1JlJの Iピ adherentcellを addbackする
ことで自復した。以上から移植免疫反応において，いわ
中る Ia+ accessory cel1の重要性が確認され，抗 Ia抗
体の臓器移植における有用性が示唆された。 
16.大揚粘膜の組織酵素定量とその臨床応用(第 2報〉
一組織 LDH/GOT鍾の意義一
高播敏信〈千大)
大揚粘摸の組織酵素 LDH/GOT~岳こ充分な再現性，
安定性を認め，その値の平均では，癌組織3.84，正常粘
膜1.56と明確な差異を認めた。また，同f査は，微量な生
検試料iこでも安定した値を示し，大腸癌の進行度の椛前
診断，及び大腸ポリープの悪性化額向の検索手段への応
用が示唆されたσ 
17.食道癌街前合併療法の内読鏡的効果暫定の検討
谷口徹志〈千大) 
1969年-1981年11月までに内視鏡的検討の出来た場除
食道癌140例についてみると， 無効と判定されたもの銘
柄中， Eflが92.8%，改善の54例では， Ef2が63%，有効
の 57剖では Ef3 が 20例も有~， Ef2，3カ>;84.2%を占め，
組織学的効果に関連が見られた。また合併療法後，手術
までに 2田内視鏡を施行した31併の内視鏡的効果の推移
についてみると?最終的に改善のものに Ef3が無く，直
後及び後効きとして有効と判定されたものに Ef3の頻
度が高かった。また，以前報告した形態別の効果予誤IJ指
数と内視鏡的効果の関連も議討し報告した。 
18. Tungsten微小竃極による迷走神経活動の研究
民逸功〈千大〉 
Tu時 sten微小電揮を用い胃内空気送入による迷走神
経求心性発射について研究した。空気送入方式は間歌的
腎内瀬増方式〈胃内圧が一定に保たれた期間を static 
phaseとした〉。と胃内圧階段的上昇方式(胃内圧上昇中
の期需を Dynamicphaseとした〉。発封頻度は static 
phaseでの胃内圧の対数と比例し，又 Dynamicphase 
での pressurebias (dynamic phaseに移行する前の胃内
圧)と比例した。 
19.大腸癌の講理組織学的研究〔第3報〉

ーとくに静康長襲についてー

棟丈夫(千大〉
大腸癌における静照侵襲と臓器転移について切除倒と
部検椀を病理組織学的に検討した。臓器転移のうち，肝
転移が最も多く， 88.6%を占めていた。臓器転移を肝転
移を中心に月干転移のみの症例と月千十他識器，肝以外の
臓器にわけで比較検討した結果: (i)深達震が比較的
浅い， s，aまでのもの (i)ヲンバ室長転移 n (ー)， nl 
までのもの (ii) V2で lyo，1までのものである場合に
は肝のみの転移例が多かった。 
20.肝濯涜保存の研究〈第2報)
大塚雅昭〈千大〉
メラ臓器謹流装置 ORPH型を用いて，犬好の24時間
低温潅流を行なった。肝動原.pヲ脹よ ~10rnmHg で潅
流し，濯流12時間までは viabilityが探たれることが示唆
されたため， 12時間謹涜保存貯を総胆管結索犬iこ異所性
移植した。保存肝移撞群で血清ピリ Jレゼン値の上昇はな
く，謹流保存立干が機能していることが確認された。 
21.s干彊霧の超音波診断
菊地俊之(千大〉
肝腫蕩iこ対する us診新成績を検討し， 月干スキャン 
CTスキャンとの比較も行なった。転移'註肝癌iこ対する 
us診断率は肝スキャンより擾れており， CTスキャン
と間程度であった。肝締胞癌の拾い上げに対して誌 us
が最も憂れていた。肝癌の us診断の falsenegative例
は大きさ lcm以下のもの，上前区域iこ存在するもので
まちづた。また usは質的診断も可能で3肝細抱露と転移
性肝症の喜壁崩もある程度迄可能であった。
